
 
 

              平成２１年１０月２２日 

 

南海電気鉄道株式会社 

 

世界遺産・高野山
こ う や さ ん

の紅葉が色づき始めました！ 
京都や奈良、大阪市内よりも一足先に紅葉の見ごろを迎えます 

 

 
 

「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産登録されている、和歌山県・高野山の金剛峯寺

（こんごうぶじ）周辺では、カエデやイチョウなどの紅葉が色づいています。紅葉は１日の最

低気温が８度以下になると色づきはじめるといわれ、標高約９００メートルの金剛峯寺周辺で

は、１０月下旬の平均最低気温が５.８度（※）と大阪市内や京都市内、奈良市内よりも低く、

一足先に紅葉の見ごろを迎えます。 

※気象庁「気象統計情報」参照 １０月下旬の平均最低気温：大阪市１２.９度 京都市１１.０度 奈良市９.４度 

 

南海電鉄（本社：大阪市中央区、社長：亘 信二）では、高野山駅までの割引往復乗車券と高

野山内バス（南海りんかんバス）２日フリー乗車券、拝観やお土産の割引サービス券がセット

になった「高野山・世界遺産きっぷ」を発売しています。大阪・難波から特急「こうや」で約

９０分と手軽な旅行で、鮮やかな紅葉で彩られた高野山に、ぜひお出かけください。 

     

 

 

 

 

 

東塔（とうとう）の紅葉 

（１０月２０日撮影） 



 ①概 要 

  金剛峯寺から壇上伽藍に続く道を「蛇腹道」

と言います。この名前の由来は、弘法大師がほ

うきで蛇をはらったため、あるいは道の両側の

生垣が凸凹のためなど、諸説あります。 

鮮やかに色づいたカエデやイチョウが覆いか

ぶさった「紅葉のトンネル」が続きます。 

 ②アクセス 

高野山駅から南海りんかんバス「金剛峯寺前」

下車すぐ 

 

 

《参 考》 

 

【１】高野山内の紅葉おすすめスポット 

（１）東塔（とうとう） 

    ①概 要 

天保１４年の大火で焼失しましたが、弘法大師御入定１１５０年御遠忌記念事業の

一つとして昭和５９年再建されました。 

東塔と重なり合う見事な紅葉が広がります。 

②アクセス 

高野山駅から南海りんかんバス「金剛峯寺前」下車すぐ 

 

（２) 蛇腹道（じゃばらみち）       

   

 

 

（３）金剛峯寺（こんごうぶじ）                             

 

 

 

（４）霊宝館（れいほうかん)              

                

 

 

 

①概 要 

高野山真言宗の総本山で、全国３６００にお

よぶ末寺の宗務を執っています。豪華な襖絵で

飾られた部屋や、豪壮な台所、白砂に石を配し

た日本最大級の石庭などを拝観できます。 

正面入口の階段付近や石庭で見事な紅葉を見

ることができます。 

②アクセス 

高野山駅から南海りんかんバス「金剛峯寺前」

下車すぐ 

①概 要 

重層宝形造りの建物で大正１０年に建てられ  

ました。１２００年の歴史を持つ高野山に残る  

国宝や重文、県文化財など５万点以上を保管、 

公開する、博物館の役割を果たしています。 

霊宝館前の庭園に見事な紅葉が広がります。 

②アクセス 

高野山駅から南海りんかんバス「霊宝館前」 

下車すぐ 



 

 

（５）六時の鐘（ろくじのかね） 

   

  

 

 

【２】「高野山・世界遺産きっぷ」について 

(１)発売期間 

通年発売 

 

(２)内 容  

①発駅～高野山駅までの割引往復乗車券 

②高野山内バス(南海りんかんバス)２日フリー乗車券 

③拝観２割引サービス券(金剛峯寺、金堂、根本大塔、霊宝館) 

④お土産 1 割引サービス券（珠数屋四郎兵衛店、中本名玉堂、高野茶屋 和久） 

＊特急「こうや」往路（片道）特急券付きもご用意しています 

 

(３)発売額 

[例］ 

難波駅から：通常大人 3,350 円 → 2,780 円（小児 1,400 円) 

⇒通常の約１７％割引 

   往路（片道）特急券付：通常おとな 4,110 円→ 3,310 円（小児 1,660 円） 

           ⇒通常の約１９％割引 

 

(４)発売場所 

   ①南海電鉄の主要駅 

   ②ＪＴＢ主要支店およびＪＴＢトラベランド主要旅行店 

   ③knt 近畿日本ツーリスト主要支店 

   ④日本旅行主要支店 

＊ただし往路（片道）特急券付きは④を除く 

 

(５)お客さまのお問合せ先 

   南海テレホンセンター ＴＥＬ ０６－６６４３－１００５ 

（年中無休 ８：３０～１８：３０） 

以 上 

 

 

①概 要 

豊臣家の勇将・福島正則が元和４年に亡母追善

のため建立。その後焼失し、正則の子によって寛

永１２年に再鋳されました（金剛峯寺伝）。今で

も午前６時より午後１０時まで、偶数時に時刻を

知らせています。 

鐘楼前に広がる紅葉と鐘の音が風情を感じさせ

ます。 

②アクセス 

高野山駅から南海りんかんバス「金剛峯寺前」

下車すぐ 


